
第1190回教育委員会（定例会）会議録 

 

公 開 

 

１ 日時場所 

令和８年３月10日（火） 午後２時 

県庁教育委員会室 

 

２ 出席者 

太田教育長、小林委員、井口委員、三井田委員、松山委員、吉田委員 

（事務局）小川教育次長、明間総務課長、石黒財務課長、佐藤福利課長、 

川村義務教育課長、頓所高等学校教育課長、石山生徒指導課長、 

庭野生涯学習推進課長、志田保健体育課長、外山教育センター所長、 

総務課企画主幹、総務課長補佐、総務課総務係長、総務課総務係主事 

 

３ 開会 

午後２時 

 

４ 議事日程の承認 

第1190回教育委員会の議事日程及び議事順序を承認した。 

 

５ 会議録（公開分）の承認について 

第1189回教育委員会（定例会）会議録（公開分）を承認した。 

 

６ 審議議案 

 第49号議案 新潟県教育委員会の所管に属する公益信託の引受けの許可及び監督に関する

規則の廃止について 

  事務局から、新潟県教育委員会の所管に属する公益信託の引受けの許可及び監督に関す

る規則の廃止について説明があり、審議の結果、原案どおり可決した。 

 

第50号議案 新潟県教育委員会組織規則の一部改正について 

  事務局から、新潟県教育委員会組織規則の一部改正について説明があり、審議の結果、

原案どおり可決した。 

 

第52号議案 令和８年度新潟県教科用図書選定審議会への諮問について 

  事務局から、令和８年度新潟県教科用図書選定審議会への諮問について説明があり、審

議の結果、原案どおり可決した。 

 

７ その他 

(2) 令和８年度新潟県公立高等学校入学者選抜の実施状況について 



事務局から、令和８年度新潟県公立高等学校入学者選抜の実施状況について報告があっ

た。 

なお、次のとおり質疑、意見等があった。 
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 １点だけ。志願状況の中で、工業に関する高校の倍率が低いが、

これからは逆で、こういったところに力を入れていかなくてはなら

ない。この流れは４、５年ぐらい前から来ているのか。 

 

平成 30 年度か 31 年度の入学者選抜から１倍を割って、それから

ずっと１倍を割った状態になっている。 

 

原因については、募集人数との絡みとかそういうのもあるのか。 

 

工業を学ぶことの意義や魅力が、なかなか伝えきれていないとい

うところがあると思っている。それは私どもがもう少し工夫すべき

ところであって、例えば中学校における進路指導をする中学校の教

諭は、ほとんどが工業科の学びを知らないと思われる。その中で、

中学校の教員、それから保護者の意向もかなり強いと思うので、中

学校の教員や保護者に対して、工業科の学びの魅力とか将来性につ

いてを丁寧に説明していくことが必要だと考えている。 

 

地元や経済界はここに期待しているところが非常に多い。例えば

学級が減る計画があると、「減らさないでくれ」と声があがる。 

大学で東京に行く子もいるが、地元就職という面では、非常に地

元企業が期待をしている。先ほど課長がおっしゃったように、色々

な反省点から改善できるところは改善していったほうがいいかなと

思う。 

 

小林委員がおっしゃったように、特に工業系のところは、経済同

友会はじめ経済団体から非常に期待値が高まっている。あと、国も

人材確保という点で、N-E.X.T.ハイスクール構想の中でも、力を入

れて人材をそこにどんどん増やしていきましょうという流れになっ

ているので、その流れに沿って、我々も一生懸命やらなければなら

ない。 

 

今の小林委員の話に対しての応援ではないが、私の業界は電気工

事だが、それこそ平成 30 年ぐらいの時にそういう話題になり、うち

の当時の理事長が耳にした言葉が、子どもの手を引いているお母さ

んが一生懸命電気工事をしている職員さんを見て「勉強しないとあ

あなっちゃうんだよ。」と言っていたそう。それは違うのではない

かと思ったことがあり、まさに今、そっちの方が高収入だったりと



 

 

 

 

 

 

太田教育長 

 

 

 

 

か、色々な状況の転換ができてきているので、もっとＰＲ、アピー

ルをして、進学するのも当然ありだが、早くに手に職をつけて働い

て稼ぐこと、そして国のため、地域のためになるということを、コ

マーシャルするというか、そういうことも必要なのではないかなと

思う。 

 

アメリカは 1 歩先を行っていて、ツールベルト世代と言って、要

はその工具を入れる袋を巻きつけている職業は、年収 1000 万超え。

ＡＩで代替できない職業が今どんどん年収が上がり、価値観が上が

っている。そういう人材を育てようという動きだそうだ。 

 

 

(3)  令和９年度新潟県公立高等学校入学者選抜の概要について 

事務局から、令和９年度新潟県公立高等学校入学者選抜の概要について報告があった。 

なお、次のとおり質疑、意見等があった。 

 

小林教育委員 

 

頓所高等学校教育課長 

 

 

 

 

小林教育委員 

 

 

 

頓所高等学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

小林教育委員 

 

 

頓所高等学校教育課長 

 

太田教育長 

 

 学校設定枠と以前の特色化選抜の決定的に違うのは何か。 

 

決定的に違うのは全員が学力検査を受けるという点。特色化選抜

は２月にやり、特色化選抜に受かった生徒はそこで高校受験が終わ

りになるが、これは一般選抜として同じ日にやるので、受験のスケ

ジュールとしては中学生にしてみると同じ。 

 

どちらも校長先生の裁量になると思う。特色化もそうだし、この

学校設定枠も校長先生の裁量となったときに、どうなのか。この従

前の特色化選抜以外のやり方をやってくる高校は結構あるのか。 

 

特色化選抜はどちらかというと、スポーツにやや重きを置いてい

た。それは国体の強化という経緯があったのが実情としてある。 

今回はスポーツ活動で活躍した生徒を学校設定枠で求めたいとい

う学校は引き続きあるが、農業高校が中学校時代の地域における活

動の実績を求めたりとか、学校の部活動以外の特色に応じた設定を

しているというところが出てきているので、そこが少し変わってき

ているのかなと思う。 

 

従前の特色化選抜よりも、よりスポーツ以外の意味合いの学校設

定枠が増えるという見込みということか。 

 

おっしゃるとおり。 

 

中学校の部活動、地域展開と並走するようなところもいくつか出
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てきているので、なかなか部活動でという基準が難しくもなってい

るのも事実。 

 

もう 1点。校長先生が替わると変わることができるのか。 

 

理論上はそうだが、ただ校長が替わったからといって、コロコロ

変わるようでは中学生の進路選択が難しくなってくる。そこは教育

委員会として、校長としっかり協議しながら進めていきたい。 

たとえ変えるとしても、教育委員会と協議しながら適切に変更す

るようにしていきたいと思う。 

 

 そもそものスクールポリシーを変えるということになる。そうな

ると、なかなかの方針転換になる。 

 

 

(4)  令和７年度深めよう 絆 にいがた県民会議第２回総会について 

事務局から、令和７年度深めよう 絆 にいがた県民会議第２回総会について報告があ

った。 

 

 

 以上で、公開分の日程を終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第1190回教育委員会（定例会）会議録 

 

非公開 

 

８ 公開分に引き続き、非公開と決定した議事に入った。 

 

９ 会議録（非公開分）の承認について 

第1188回教育委員会（定例会）会議録（非公開分）を承認した。 

 

10 審議議案 

 第51号議案 令和８年度新潟県教科用図書選定審議会委員の委嘱及び任命について 

  事務局から、令和８年度新潟県教科用図書選定審議会委員の委嘱及び任命について説明

があり、審議の結果、継続審議となった。 

 

第53号議案 教育職員免許状の取上げについて 

  事務局から、教育職員免許状の取上げについて説明があり、審議の結果、原案どおり可

決した。 

 

第54号議案 教職員の人事措置について 

  事務局から、教職員の人事措置について説明があり、審議の結果、原案どおり可決した。 

 

第55号議案 教職員の人事措置について 

  事務局から、教職員の人事措置について説明があり、審議の結果、原案どおり可決した。 

 

第56号議案 教職員の人事措置について 

  事務局から、教職員の人事措置について説明があり、審議の結果、原案どおり可決した。 

 

第57号議案 教職員の人事措置について 

  事務局から、教職員の人事措置について説明があり、審議の結果、原案どおり可決した。 

 

第58号議案 教職員の人事措置について 

  事務局から、教職員の人事措置について説明があり、審議の結果、原案どおり可決した。 

 

第59号議案 教職員の人事措置について 

  事務局から、教職員の人事措置について説明があり、審議の結果、原案どおり可決した。 

 

11 その他 

(1) 条件付採用職員の正式採用について 

事務局から、条件付採用職員の正式採用について報告があった。 

 



(5) 県立学校の生徒指導状況について 

事務局から、県立学校の生徒指導状況について報告があった。 

 

12 審議議案 

 第60号議案 令和７年度末・令和８年度初事務局職員等の人事異動について 

  事務局から、令和７年度末・令和８年度初事務局職員等の人事異動について説明があり、

審議の結果、原案どおり可決した。 
 
13 報告 

(1) 令和７年度末・令和８年度初義務教育諸学校副校長・教頭の人事異動について 

事務局から、令和７年度末・令和８年度初義務教育諸学校副校長・教頭の人事異動につ

いて報告があった。 

 

(2) 令和７年度末・令和８年度初県立高等学校等副校長・教頭の人事異動について 

事務局から、令和７年度末・令和８年度初県立高等学校等副校長・教頭の人事異動につ

いて報告があった。 

 
14 閉会 

午後３時57分 
 


